
 

SEP型多目的起重機船「CP-8001」入港式典 開催報告 

 

 五洋建設株式会社が我が国で初めて建造した SEP 型多目的起重機船「CP-8001」の

本市への初入港を記念して入港式典を開催しました。 

 本市では、「グリーンエネルギーポートひびき事業」において風力発電関連産業の総合

拠点化を進めており、今回の初入港は、この総合拠点化において必要不可欠な SEP 船が

本市を母港とすることを決定したことを受けて実現したものです。 

 当日は多くの関係者が出席し、国内初の SEP 船の大きさを実感するとともに、事業の

着実な前進を印象付けるものとなりました。 

今後も、総合拠点化に必要な機能集積を進め、本市の更なる発展に努めてまいります。 

 

１ 日 時：平成３１年２月１４日（木）１１：００～１２：００ 

２ 会 場：響灘西１号岸壁（若松区響町三丁目） 

 

※式典写真 

 

①北橋市長 挨拶               ②花束贈呈（右：五洋建設㈱清水社長） 

  

③SEP船見学（全景）                ④SEP 船見学（デッキ上） 

【お問い合わせ】 

北九州市港湾空港局ｴﾈﾙｷﾞｰ産業拠点化推進課 

TEL：093-582-2994（担当：百武、古賀） 


